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「
食
と
健
康
」
を
テ
ー
マ

に
自
然
科
学
研
究
所
の
第
１５

回
公
開
講
演
会
が
７
月
１４

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
約

１
３
０
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
、
吉
田
治
弘
法
学
部
教

授（
生
物
科
学
）を
は
じ
め
３

人
が
講
演
し
た
。
第
４３
回
日

本
比
較
臨
床
医
学
会
の
特
別

講
演
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。

吉
田
教
授
の
演
題
は
「
食

と
健
康
の
基
礎
、
日
本
人
の

食
生
活
と
体
格
・
寿
命
の
推

移
」。第

二
次
世
界
大
戦
後
の
国

民
健
康
・
栄
養
調
査
に
基
づ

き
日
本
人
の
食
生
活
は
改
善

さ
れ
、
結
核
・
脳
卒
中
・
胃

が
ん
・
心
疾
患
に
よ
る
死
亡

率
が
低
下
し
た
。
加
え
て
戦

後
六
十
数
年
で
身
長
は
男
女

共
に
十
数
㌢
伸
び
、
平
均
寿

命
は
同
じ
く
３０
年
以
上
も
伸

び
た
こ
と
を
デ
ー
タ
で
示
し

た
。さ

ら
に
、
厚
労
省
・
農
水

省
が
提
案
し
、
川
崎
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
食
事
バ
ラ
ン

ス
ガ
イ
ド
を
紹
介
。
一
人
ひ

と
り
が
食
事
の
量
と
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
学
び
、
健
康
の

維
持
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

だ
と
語
っ
た
。

兵
頭
勲
元
東
京
都
畜
産
試

験
場
・
場
長
は
「
高
品
質
豚

T
O
K
Y
O

-X

の
開
発
か
ら
、

豚
の
生
産
効
率
の
育
種
が
肉

質
・
食
味
に
与
え
る
影
響
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
。

東
京
都
の
養
豚
農
家
の
経

営
を
改
善
す
る
た
め
に
、
北

京
黒
豚
を
土
台
に
し
た
新
品

種
の
育
成
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
苦
労
話
や
お
い
し

い
豚
肉
作
り
の
た
め
の
餌
と

肉
質
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

ま
た
、
豚
肉

の
脂
肪
は
不

飽
和
脂
肪
酸

で
健
康
に
良

い
こ
と
を
紹

介
。
安
全
・

安
心
な
豚
肉

を
作
る
た
め

に

抗

生

物

質
、
抗
菌
剤

の
使
用
を
制

限
し
た
飼
育

マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、

高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
豚
肉
に
な

る
豚
が
年
間
に
９
千
頭
生
産

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
写
真

を
示
し
な
が
ら
語
っ
た
。

浜
名
克
己
鹿
児
島
大
学
名

誉
教
授
の
講
演
は
「
安
全
で

安
心
な
牛
乳
を
求
め
て
。
農

家
と
獣
医
師
の
取

り

組

み
」
。
極
め
て
栄
養
に
富
ん

だ
食
品
で
あ
る
牛
乳
の
生
産

に
つ
い
て
語
っ
た
。
ま
た
疾

病
の
予
防
、
品
質
の
確
保
、

生
産
性
の
向
上
、
さ
ら
に
動

物
福
祉
の
面
か
ら
酪
農
家
と

獣
医
師
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
話
し
た
。

日
本
を
代
表
す
る
獣
医
学

の
権
威
と
し
て
の
長
年
の
臨

床
経
験
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
写
真
を
紹
介

し
た
。

聴
衆
は
、
牛
乳
が
高
栄
養

で
あ
り
な
が
ら
安
価
で
提
供

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
有
難
さ

を
改
め
て
感
じ
て
い
た
。

い
ず
れ
の
講
演
も
活
発
な

質
疑
が
あ
り
、
講
演
会
は
終

了
予
定
時
間
を
大
幅
に
延
長

し
た
。（

自
然
科
学
研
究
所
）

最
新
の
国
際
情
勢
や
外
交

問
題
へ
の
理
解
を
深
め
る

「
外
交
講
座
」
が
、
７
月
１２

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
。

講
師
は
外
務
省
北
米
局
長

の
伊
原
純
一
氏
で
、
テ
ー
マ

は
「
日
米
関
係
の
現
状
と
課

題
」
。
日
米
首
脳
会
談
や
普

天
間
問
題
な
ど
、
外
交
の
重

要
な
裏
方
と
し
て
の
活
躍
ぶ

り
を
具
体
的
に
語
っ
た
。
進

行
は
広
瀬
崇
子
法
学
部
教
授

が
務
め
、
学
生
ら
１
２
１
人

が
聴
講
し
た
。

伊
原
局
長
は
ま
ず
、
外
務

省
に
お
け
る
北
米
局
の
仕
事

を
概
説
。
現
在
重
要
な
課
題

と
さ
れ
る
「
日
米
関
係
」「
対

ア
ジ
ア
外
交
」
を
主
軸
に
、

普
天
間
基
地
移
設
問
題
の
経

緯
や
今
後
の
展
望
、
日
本
を

め
ぐ
る
南
西
諸
島
の
安
全
保

障
環
境
に
つ
い
て
担
当
者
の

視
点
で
解
説
し
た
。

ま
た
、
伊
原
局
長
が
同
行

し
た
野
田
首
相
と
オ
バ
マ
大

統
領
の
日
米
首
脳
会
談
に
つ

い
て
、
「
課
題
解
決
に
終
始

せ
ず
中
長
期
的
視
野
で
今
後

の
同
盟
関
係
の
方
向
性
を
打

ち
出
せ
る
よ
う
、
訪
米
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
昨
年
末
か
ら
探

っ
て
き
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
米
軍

再
編
な
ど
日
米
間
の
さ
ま
ざ

ま
な
懸
案
に
つ
い
て
姿
勢
を

明
確
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず

国
内
で
の
調
整
を
は
か
り
、

一
定
の
め
ど
を
つ
け
た
と
こ

ろ
で
米
国
側
の
事
情
と
す
り

合
わ
せ
て
、
公
式
訪
問
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
４
月
末
と
し

た
」
と
経
緯
を
語
っ
た
。

講
演
の
あ
と
、
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
学
生

の
「
な
ぜ
日
米
関
係
が
重
要

視
さ
れ
る
の
か
」

と
い
う
質
問
に
対

し「
貿
易
、
通
商
、

安
全
保
障
、
人
的

交
流
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
側
面
が
あ

る
。
安
全
保
障
面

で
は
、
日
本
の
安

全
に
日
米
安
全
保

障
条
約
が
不
可

欠
。
た
だ
し
一
方

的
で
は
な
く
、
日

本
が
主
体
的
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
」
と
答
え
た
。

「
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に
お

け
る
自
衛
隊
の
活
動
は
」

「
日
本
の
首
相
が
次
々
に
変

わ
る
こ
と
が
日
米
の
中
長
期

的
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
か
」
「
東
南
ア
ジ
ア
海
域

で
軍
事
衝
突
を
起
こ
す
可
能

性
の
あ
る
中
国
へ
の
対
応

は
」
な
ど
質
問
が
相
次
ぎ
、

伊
原
局
長
は
そ
れ
ぞ
れ
に
丁

寧
に
答
え
て
い
た
。

大
学
院
商
学
研
究
科
と
東

京
信
用
保
証
協
会
の
共
同
公

開
講
座
「
中
小
企
業
の
市
場

競
争
力
～
国
内
外
で
勝
ち
残

っ
て
行
く
た
め
に
は
～
」
が

７
月
２８
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
講
さ
れ
た
。
今
回
で

９
回
目
と
な
る
こ
の
講
座
に

経
営
者
、
研
究
者
ら
９５
人
が

出
席
し
、
２
氏
に
よ
る
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
聴
講
し
た
∥
写
真
。

開
講
に
際
し
、
上
田
和
勇

研
究
科
長
が
「
中
小
企
業
の

経
営
が
苦
し
い
な
か
、
勝
ち

残
る
た
め
の
指
針
を
提
案
し

た
い
」と
意
図
を
説
明
し
た
。

講
演
会
第
１
部
で
は
青
柳

六
郎
太
・
商
学
研
究
科
非
常

勤
講
師
が
、
勝
ち
残
る
た
め

の
経
営
戦
略
を
提
案
。
第
２

部
で
は
ベ
ト
ナ
ム
進
出
企
業

を
支
援
す
る
㈱
ベ
ト
ナ
ム
チ

ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
齋
藤
正
之
取
締
役
が
、

進
出
企
業
を
例
に
成
功
の
ポ

イ
ン
ト
を
報
告
し
た
。

引
き
続
き
、
講
師
の
２
人

に
小
林
守
商
学
部
准
教
授
、

㈱
由
紀
精
密
の
大
坪
正
人
常

務
取
締
役
を
加
え
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
上
田
科
長
か
ら
の
「
勝
ち

残
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
も

の
は
」の
問
い
に
、「
挑
戦
す

る
姿
勢
」（
小
林
准
教
授
）、

「
ロ
ス
の
無
い
体
制
作
り
」

（
青
柳
非
常
勤
講
師
）、「
決
断

力
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
齋
藤

氏
）
、「
世
界
を
基
準
に
自
社

の
強
み
を
確
認
」（
大
坪
氏
）

と
応
じ
る
な
ど
、
具
体
的
な

意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

「
私
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
が

商
品
に
な
っ
た
」
―
―
。

川
崎
市
多
摩
区
生
田
緑
地

内
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
か

そ
ら

わ
さ
き
宙
と
緑
の
科
学
館

（
川
崎
市
青
少
年

科

学

館
）
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

記
念
し
商
学
部
・
前
川
明
彦

ゼ
ミ
の
３
年
次
生
が
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
と
和
菓
子
を
共
同

開
発
し
た
∥
１
面
に
写
真
。

５
月
に
完
成
し
た
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
「S

p
i
c
a

」
∥
本

紙
５
０
０
号
既
報
∥
と
、
誕

生
し
た
ば
か
り
の
和
菓
子

「
宙
（S

O
R
A

）
」
∥
写
真
。

地
元
商
店
街
の
活
性
化
や
地

域
振
興
を
目
指
す
多
摩
区
の

要
請
に
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
て
応
え
た
も
の
。

８
月
１
日
、
同
館
で
開
催

さ

れ

た

「
お
披
露

目
会
」
に

阿
部
孝
夫

川

崎

市

長
、
内
野

明
本
学
商

学
部
長
ら

７０
人
が
出

席
。
前
川

ゼ
ミ
生
２０

人
は
、
他
の
商
品
を
開
発
し

た
日
本
女
子
大
生
と
共
に
参

加
し
た
。
席
上
、
こ
れ
ら
の

商
品
は
�
多
摩
の
名
産
品
�

と
し
て
紹
介
さ
れ
、
学
生
た

ち
は
「
い
か
に
し
て
作
り
上

げ
た
か
」
を
発
表
し
た
。

ゼ
ミ
長
の
馬
場
一
貴
さ
ん

（
３
年
次
）
ら
ゼ
ミ
生
は
、

「
市
場
調
査
を
し
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
考
え
、
作
品
を
作
り

上
げ
る
ま
で
何
回
も
試
食
会

を
重
ね
た
」
と
い
う
。

「
宙
」
は
月
に
関
係
が
深

ぎ
ゅ
う

ひ

い
ウ
サ
ギ
を
牛

皮
で
か
たあ

ん

ど
り
、
中
に
か
ぼ
ち
ゃ
の
餡

を
入
れ
た
。
高
村
ち
と
せ
さ

ん
（
同
）
は
「
他
の
商
品
と

の
差
別
化
は
難
し
い
の
で
、

見
た
目
の
か
わ
い
ら
し
さ

と
、
も
ち
も
ち
感
を
ポ
イ
ン

ト
に
し
た
。
開
発
し
た
商
品

を
店
頭
で
見
る
の
は
う
れ
し

い
」
と
喜
び
を
表
し
た
。

「S
p
i
c
a

」は
多
摩
区
登
戸

の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
所

＆
ビ
ア
ホ
ー
ル
「
ム
ー
ン
ラ

イ
ト
」で
好
評
発
売
中
。「
宙
」

は
８
月
５
日
、
生
田
緑
地
の

祭
り
「
サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」に
登
場
、多
摩
区
の
和
菓

子
店
で
売
り
出
さ
れ
る
。

英
単
語
を
身
に
つ
け
る
に

は
、
た
だ
目
で
文
字
を
見
て
暗

記
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
「
脳
内

辞
書
」
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、
そ

れ
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
田
邉
祐
司

教
授
は
言
う
。
本
書
は
そ
の
助

け
と
な
る
「
単
語
帳
」
だ
。

日
常
会
話
に
も
す
ぐ
に
使
え

る
中
学
レ
ベ
ル
の
基
本
英
単
語

約
７
０
０
を
「
体
」
「
自
然
」

「
宇
宙
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
別

に
掲
載
。
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
た

図
鑑
的
な
ペ
ー
ジ
と
、
意
味
や

例
文
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
の
２

段
構
成
で
、
楽
し
み
な
が
ら
効

果
的
に
単
語
が
覚
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

各
単
語
に
付
け
ら
れ
た
例
文

も
印
象
的
か
つ
リ
ズ
ム
感
の
あ

る
も
の
ば
か
り
。
１１
年
度
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
「
基
礎
英
語
１
」
で

お
な
じ
み
の
太
郎
と
博
士
の
イ

ラ
ス
ト
が
単
語
の
イ
メ
ー
ジ
作

り
を
助
け
る
。
付
録
Ｃ
Ｄ
を
聴

く
こ
と
で
耳
か
ら
の
定
着
も
図

る
こ
と
が
で
き
る
。
小
中
学
生

は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
英
語

を
学
び
直
し
た
い
と
考
え
て
い

る
社
会
人
に
も
お
薦
め
の
１
冊

だ
。
ピ
ー
タ
ー
・
ロ
ン
コ
ー
プ

文
学
部
准
教
授
が
英
文
を
監
修

し
た
。
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
・
本
体

１
８
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
た
な
べ
・
ゆ
う
じ
）

∥
文
学
部
教
授
。
通
訳
入
門
。

脱
原
発
を
考
え
る
ペ
ン
ク
ラ

ブ
の
集
い
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
「
福

島
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
そ

し
て
未
来
は
…
」

▽
日
時
∥
８
月
３０
日
（
木
）

１８
時
３０
分
～
２１
時
▽
会
場
∥

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
０
３
教

室
（
定
員
５
０
０
人
）
▽
入

場
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

▽
吉
岡
忍
氏
、
野
上
暁
氏
、

浅
田
次
郎
氏
、
中
村
敦
夫

氏
、
神
保
哲
生
氏
に
よ
る
基

調
報
告
な
ど
／
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
∥
山
田
健
太
文
学
部

教
授


日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
☎
０３

（
５
６
１
４
）
５
３
９
１

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
主
催
「
英
会
話
講
座

初

級
コ
ー
ス
・
中
級
コ
ー
ス
」

▽
開
講
日
∥
１０
月
３
日
～
１２

月
１２
日
（
毎
週
水
曜
日
、
全

１０
回
）
▽
時
間
∥
【
初
級
】

１７
時
１０
分
～
１８
時
４０
分
【
中

級
】
１５
時
３０
分
～
１７
時
▽
会

場
∥
専
修
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス
タ
ジ
オ
Ｂ

▽
講
師
∥
ジ
ム
・
ミ
ラ
ー
氏

▽
受
講
料
∥
学
生
１
万
６
５

０
０
円
、
一
般
２
万
５
０
０

０
円
▽
申
込
期
間
∥
９
月
２２

日
（
土
）
ま
で


・
□申

生
田
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
課
☎

０
４
４（
９
１
１
）１
２
６
８

市
倉

宏
祐
氏
（
い
ち
く
ら

・
ひ
ろ
す
け
）
名
誉
教
授
・

元
文
学
部
教
授

７
月
１９
日
、
９０
歳
で
死

去
。
１
９
５
６
年
か
ら
在

職
。
９２
年
定
年
退
職
。
主
な

担
当
は
「
哲
学
概
論
」。

重
要
な�
裏
方
�が
語
る

日
本
外
交
の
ポ
イ
ン
ト

商
学
研
究
科
共
同
公
開
講
座
「
中
小
企
業
の
市
場
競
争
力
」

▲ 質問も活発に

「日米関係の現状と課題」「日米関係の現状と課題」

経
営
者
ら
９５
人
が
出
席

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｃ
Ｄ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

基
礎
英
語

神田キャンパスで「外交講座」

太
郎
と
博
士
の

ビ
ジ
ュ
ア
ル
英
単
語
帳

外務省北米局長迎え講演会

▲ 講演する伊原局長

田
邉

祐
司
著

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
「S

p
ic
a

」

和
菓
子
「
宙
（S

O
R
A

）」

公
開
講
座
情
報

自
然
科
学
研
究
所
が
公
開
講
演
会

▲ 講演する吉田教授

日本の「食と健康」

吉田治弘教授らが熱弁

商・前川ゼミ生の

アイデアが名産品に
川崎市長らにお披露目

訃

報
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